





A Preliminary Study on the Family as “Union”: Based on Family 
Studies in Sociology of the Family 
 
奥 田 秀 巳（富山国際大学・講師） 
































































































































































































































































































































1 落合 [1989]、2-3頁。 
2 岩間他 [2015]、7頁。 
3 マードック [1978] を参照。  
4 パーソンズ & ベールズ [2001] を参照。 





7 落合 [1989]、19頁。 
8 山田 [1994]、23-24頁。 
9 千田 [2011]、9頁。 
10 家族社会学におけるジェンダー論の展開の歴史については、山根 [1998] を参照。 
11 山田 [1994]、19頁。 
12 山田 [2005]、130頁。 
13 アーレントによる公私論に関しては、アーレント [1994] を参照。 
14 山田 [1994]、36-37頁。 
15 山田 [1994]、38頁。 
16 山田 [1994]、44-47頁。 
17 山田 [1994]、47-48頁。 
18 千田 [2011]、62頁。 
19 山田 [1994]、28頁。 
20 本来、シュティルナーの思想を理解する上では、ヘーゲル哲学との対峙や、フォイエルバッハ
をはじめとする、ヘーゲル左派の様々な思想家との議論を理解しておくことが欠かせない。 
21 森戸 [1928]、40頁。 
22 シュティルナ  ー [1968]、24頁。 
23 シュティルナ  ー [1968]、26頁。 
24 フォイエルバッハ [1965] を参照。 


























パーソンズ、T. & ベールズ、R.F. [2001]（橋爪貞雄他訳）『家族―核家族と子どもの社会化』黎明
書房。 
マードック、G.P. [1978]（内藤莞爾訳）『社会構造―核家族の社会人類学』新泉社。 




山根真理 [1998]「家族社会学におけるジェンダー研究の展開」『家族社会学研究』10 (1)。 
 
